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あなたは､どんな学校を
ますか？

意味で恐い先生がいてくれる学校。
と生徒の間に壁がなく本音で話せたり､たわい
いことも話せる学校。
される先生が多い学校。
や家庭が頼りなくなっている分､学校が小さな
のようになる必要があると思う｡勉強だけでなく、

力､人間関係のあり方などを身につけられる
なってほしい｡また地域の人々 をつなげる場に
てほしい。
20～30年代の教育は血が通っていたと思い

ではいえませんが､型にはめないことでしょうか。
)とまとめにしないこと。「子どもはこうだ｣な
言わないでほしいです。
3に気持ちや時間の余裕が持てる学校生活を
てもらいたいものです。

割１日約15分程度)を励行する。
|受業や道徳を取り入れ､皆の考えを聞き､また
したり､協調性､順応性などが学べる環境。
枇会が崩壊しているのに未だ受験教育で子ど
ば魅力を感じていない．障害のある子どもも普
学校で共に学びあう共生共育の実現。
iまもちろん基本的な事を教える｡ＰＣ並びに英
を授業で取り入れる｡自然学習(山や海や川等）
的な授業を取り入れる。
刀教育がしっかりしている学校｡教える人がし
ﾉしていなければ､そこに通う子どもがしっかり
まずがない。
も忙しいと思うけど生徒1人1人に目を配って
いじめを無くして欲しい｡悩んでる子多いはず。
童先生ではなく信頼と尊敬のできる先生がお
て､塾化していない情緒を養える､プライドの
る学校があればと思います。
.生徒､保護者みんなが何でも真剣に話しあえ
便。
旧罪が低年齢化しているので､命の大切さや
者を守る心が身につくように動物にふれる機
慰やす。
6蓮と教師が共に楽しく愉快な､そしてある意
Iまﾘﾗｯｸｽできるような学校を望みます。
1,や命､お金､親などの大切さを教える時間が
蕊校。
学力を少人数指導を取り入れて､徹底的に身
けさせる｡子どもの安全な環境。
6たちに何のために学校へ行かなければなら
Dかという事をわからせる必要があると思います。
合うことの大切さを学ぶ時間をつくる。
学力をしっかりと身に付けた上で､個々 の得意
をそれぞれに伸ばすことが出来る教育。いじ
で､個人の芽を摘んでしまうことのないように、
面も充実する教育が出来る学校。
態で協力して何かを行なう行事､作業の多い

｡(体育祭･文化祭･ｸﾗｽで対抗するもの）
5たちの間でのイジメも犯罪も授業崩壊も全
人に黄任があると思います｡学校と保護者の
をもっと強め､保護者のあり方をもっと教育す
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地域３６

マスコミ４４件

あなたはどんな学校を望みますか？
県民３７７人巻頭アンケート結果

しトレ表紙よりつづき
、●｡⑨｡｡●、｡｡｡●｡⑤⑨●。。⑥｡⑨｡●●⑤●｡⑤｡

Ｑ２・小中学校の一番大切な役割は？

最近、市民団体、市民活動団体という言葉をあまり聞

かなくなった。それだけＮＰＯという言葉が一般的に使

われるようになったからだと言える。特定非営利活動促

進法ができる前は、ＮＰＯというよりも市民活動団体、

市民団体、市民公益団体などと呼ぶことが当たり前で、

市民活動に関わる人には市民活動団体は、それだけ馴染

みの深い言葉だったはずだ。

何も今流行のＮＰＯという言葉を使うのを悪いと言っ

ているわけではない。ＮＰＯが普及することにより、市

民活動への理解が進んできたと思われる反面、この言葉

を使うことによって、ＮＰＯが持つ「市民性」が忘れら

れてきてはいないかということが気になるのである。特

定非営利活動という言葉には、市民性ということは微塵

も感じられないし、官製ＮＰＯ、企業ＮＰＯ、業界ＮＰ

Ｏなど、市民性のないＮＰＯ法人が数多くできているの

も、法律の名称によるところの影響が少なからずあると

考えられる。

ＮＰＯという言葉が流行した背景には、市民活動に対

する行政の見方も大きく影響しているような気がする。

行政、特にＮＰＯ法人の所轄庁である都道府県にとって

は、行政サービスの対象としての住民を「府民」「県民」

などのような言葉で表してきた。また、市民という言葉

に対するある種の嫌悪感もあってか、都道府県行政にお

いて市民という言葉はほとんど使われてこなかった。そ

うした中で、市民活動団体に代わるＮＰＯ、市民活動に

代わるＮＰＯ活動という表現が都道府県行政を中心に積

極的に使われた影響はかなり大きいと言える。

ＮＰＯは本来、市民活動団体よりも広範な組織を指す

ので、市民活動に関わる人は、自分たちの活動を市民活

動、自分たちの組織を市民活動団体と叫び続けていかな

いと、ＮＰＯが市民活動団体のことを指しているのだと

思わない風潮がますます大きくなる恐れがある。ＮＰＯ

だと威張るのではなく、市民性すなわち、市民が主体的

に関わっている、市民のための、そして市民に開かれて

いるという活動であり、団体なのだということを社会に

訴えていくことが市民活動に関わる人に求められている

のである。
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Q3.学校改革をすすめるなら？
その他４件1.0％

【１月号のアンケート】
次回１月号は男女共同参画をテーマにした巻頭アンケートを実施
します。読者の皆さんもぜひ、アンケートにご協力ください。詳
しくは「センターインフォメーション」をご覧ください。

中高一貫
８１件

、

30人学級153件

民間人校長・
講師の登用１

回｡⑥⑤｡⑥｡｡ロの⑤⑥⑤⑧の⑧⑥包り｡⑥の｡⑧③⑤回｡｡『

Q4.子どものモラル低下の原因は？

学校２２件5.8％1.1％その他４件

守
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ＮＰＯってナニ？…⑪
第16回NPOにおける市民性
阿部圭宏(NPO市民熱人代表）

特集･Oh1Me1Eyes･･･曇

KlRARl☆lNTERVlEW…、
私たち｢きらり｣輝いています1NPO

②子ども〈らぷ｢たんぽポ」(在住外国人支援）

●スペースwill(教育）

②びわ湖江友会(文化）

がんばれ!NPO応援団…。
【めとてと☆コラボ】

【マネジメント講座Q&A】

【ＯＮＬＹＯＮＥリレーエッセイ】

【スローグッズ探検隊】

行って来て見て情報ＢＯＸ
11月･12月…………………。

アンケート：挑帯州報メール発信会社「i2メール」協力
県民：377名（回答人数）男性：157名女性：180名性別不
明：４０名１０代：２１名２０代：132名３０代：９０名４０代：３７
名５０代：２１名６０代：２名７０代：１名年齢不明：７３名

その他１８件1.6％

家庭

271件

‐１⑤⑤｡⑧｡｡｡⑥｡｡⑥｡｡｡｡■｡｡｡｡●｡｡⑥｡｡｡【

Ｑ5.子どもの喫煙を見つけたら？

知っている子には
注意する190件

知らない
注意する

何もしなし
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滋
賀
県
認
証
分
）
を
数
一

今
回
の
「
お
う
み
ネ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

五
年
目
を
迎
■
え
て
の

県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
動
き

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
通
称
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
」
）
が
施
行
さ
れ
て
、
こ
の
十
一
一
月
で
五
年
を
迎
え
ま
す
。

県
内
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
以
下
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
）
も
一
一
一
一
九
法
人
（
一
一
○
○
三
年
九
月
十
八
日
現
在
、

滋
賀
県
認
証
分
）
を
数
え
、
社
会
的
な
罰
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
．

今
回
の
「
お
う
み
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
法
施
行
五
年
目
を
迎
え
て
の
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
動
き
に
つ
い
て
見

可’

1５

ｅ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り

今
回
の
特
集
に
あ
た
り
、
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で

は
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
こ
こ
で
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
叩
二
○
○
三
年
八
月
末
現
在
、
滋
賀
県
よ

り
認
証
を
受
け
た
一
二
六
法
人
に
対
し
、
滋
賀
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

促
進
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
法
人
の
事
務

滋
賀
県
県
民
文
化
課
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室
の
資
料
に
よ
る

と
、
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
証
数
は
一
九
九
九
年
度
の
十
二
法

人
か
ら
年
を
追
う
ご
と
に
増
え
、
二
○
○
三
年
九
月
十
八
日
現

在
一
三
九
法
人
が
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
（
滋
賀
県
認
証
分
）
。

法
人
の
活
動
分
野
で
は
「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
活
動
」

が
最
も
多
く
、
つ
い
で
「
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
の
増
進
を
図

る
活
動
」
「
社
会
教
育
の
推
進
を
図
る
活
動
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
所
在
地
で
見
て
み
る
と
大
津
市
、
草
津
市
、
彦
根
市
の
順

に
多
く
、
市
部
（
八
市
）
で
六
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

③
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
》
法
人
の
概
況

一
｝
’

患
調
査
結
果
の
概
要

◎
活
動
分
野

特
定
非
営
利
活
動
十
七
分
野
の
う
ち
、
定
款
で
定
め
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
法
人
が
複
数

の
事
業
を
定
款
で
定
め
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
特
に
主
と
な
る

分
野
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
「
保
健
医
療
又
は
福
祉
の

増
進
を
図
る
活
動
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
文
化
、
芸
術
又

は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
活
動
」
「
環
境
の
保
全
を
図
る
活

所
あ
て
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
た
と
こ
ろ
、
九
月
三
○

日
の
し
め
き
り
ま
で
に
四
四
法
人
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
（
回
収
率
三
四
・
九
％
）
。

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
幸
質
問
項
目
は
大
き
く
分
け
て
六
つ

（
一
・
活
動
に
つ
い
て
二
・
組
織
に
つ
い
て
三
・
財
政
状

況
に
つ
い
て
四
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
取
得
に
つ
い
て

五
・
行
政
と
の
関
係
に
つ
い
て
六
・
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
小
項
目
を
設

け
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

↑
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

？

1４

０３６９１２

７

畳

無回答

5,000万円～

3,000～5,000万円未満

1,000~３，０００万円未満

500~1,000万円未満

100～500万円未満

５０~100万円未満

５０万円未満

４ 財
政
状
況

ロ

1３

■'２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
制
定
五
周
年
企
画
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特
集動

」
を
主
と
す
る
法
人
が
多
か
っ
た
。

◎
事
務
所
の
保
有
状
況

「
専
用
の
事
務
所
（
室
）
を
借
り
て
い
る
」
が
二
○
法
人

で
最
も
多
く
、
特
に
「
保
健
医
療
ま
た
は
福
祉
の
増
進
を
図

る
活
動
」
を
主
と
す
る
法
人
で
は
回
答
一
一
四
法
人
中
十
五
法

人
が
専
用
の
事
務
所
を
有
し
て
い
た
。
次
い
で
「
メ
ン
バ
ー

や
会
員
の
個
人
宅
や
勤
務
先
等
に
事
務
局
（
連
絡
先
）
を
お

い
て
い
る
」
が
十
五
法
人
。
こ
の
ほ
か
「
公
民
館
、
社
協
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設
内
に
事
務
局
（
連

絡
先
）
を
お
い
て
い
る
」
「
専
用
の
事
務
所
（
室
）
を
保
有

し
て
い
る
」
「
そ
の
他
（
他
の
団
体
事
務
所
に
間
借
り
」
と

い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

◎
法
人
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
（
注
１
）

常
勤
有
給
職
員
が
い
る
法
人
は
十
七
法
人
で
六
三
人
、
常
勤

無
給
職
員
が
い
る
の
は
一
○
法
人
で
三
二
人
、
非
常
勤
有
給

職
員
を
有
す
る
法
人
は
一
九
法
人
で
一
六
五
人
、
非
常
勤
無

給
職
員
を
有
す
る
法
人
は
二
八
法
人
で
一
六
九
人
で
あ
っ
た

（
法
人
数
は
延
べ
数
）
。
な
お
、
「
保
健
医
療
ま
た
は
福
祉
の

増
進
を
図
る
活
動
」
を
主
と
す
る
法
人
で
は
、
有
給
ス
タ
ッ

フ
の
比
率
が
七
五
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
法

人
で
は
八
％
と
格
差
が
大
き
い
。

◎
二
○
○
三
年
度
に
お
け
る
財
政
規
模
（
支
出
）
※
図
１

五
○
万
円
未
満
…
七
法
人
五
○
～
一
○
○
万
円
未
満
…
三
法

人
一
○
○
～
五
○
○
万
円
未
満
…
十
四
法
人
五
○
○
～
一

○
○
○
万
円
未
満
…
二
法
人
一
○
○
○
～
三
○
○
○
万
円
未

満
…
十
三
法
人
…
五
○
○
○
万
円
～
…
四
法
人
で
あ
っ
た
。

な
お
、
一
○
○
○
万
円
以
上
の
財
政
規
模
を
有
す
る
法
人
は

す
べ
て
「
保
健
医
療
ま
た
は
福
祉
の
増
進
を
図
る
活
動
」
を

主
と
す
る
法
人
で
あ
っ
た
。

◎
二
○
○
三
年
度
の
収
入
内
訳
※
図
２

収
入
内
訳
の
う
ち
高
い
割
合
を
占
め
る
の
は
順
に

一
・
事
業
収
入
二
・
会
費
ほ
か
業
務
委
託
費
、
補
助
金
、

助
成
金
な
ど
で
あ
っ
た
。

◎
法
人
格
取
得
前
に
任
意
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
た
か

「
活
動
し
て
い
た
」
が
三
○
法
人
、
「
活
動
し
て
い
な
い
」

が
十
四
法
人
で
あ
っ
た
。

民間

○
三
三
里
、
ビ
の
、

◎
法
人
格
取
得
理
由
※
表
３

回
答
は
別
表
の
と
お
り
で
、
法
人
格
取
得
に
よ
り
対
外
的
な

信
用
度
が
高
ま
り
、
責
任
あ
る
体
制
に
な
る
と
し
た
回
答
が

多
か
っ
た
。
ま
た
、
行
政
の
信
頼
を
得
や
す
く
な
る
と
回
答

し
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
点

法
人
格
取
得
理
由
同
様
、
対
外
的
な
信
用
度
が
高
ま
っ
た
と

回
答
し
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

◎
法
人
に
な
る
前
に
予
想
し
な
か
っ
た
点
、
法
人
格
取
得
後
悪

か
っ
た
点
（
困
っ
た
点
）

共
通
し
た
意
見
と
し
て
、
税
制
面
で
の
優
遇
が
な
い
点
と

事
務
処
理
量
の
増
加
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
行

政
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
と
期
待
し
た
が
、
期
待
し
た
ほ
ど
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
回
答
も
見
ら
れ
た
。

〔
回
答
例
〕

・
仕
事
量
が
増
え
た

・
事
業
の
展
開
に
資
金
が
つ
い
て
行
か
な
い

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ま
だ
ま
だ
世
間
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い

・
税
金
・
税
制
（
優
遇
措
置
が
な
い
、
社
会
福
祉
法
人
と
同
じ

事
業
を
し
て
も
課
税
な
ど
）

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
増
加
に
伴
い
、
不
正
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

出
て
き
て
社
会
に
不
信

・
資
金
の
借
入

・
会
計
ほ
か
事
務
の
負
担

・
助
成
金
が
取
り
や
す
い
と
思
っ
た
が
実
際
は
そ
う
で
な
か
っ
た

・
事
務
手
続
き

・
行
政
職
員
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
す
る
理
解
・
認
識
の
差
が

あ
り
す
ぎ
る

◎
行
政
と
の
関
係

行
政
の
施
策
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

・
現
在
の
施
策
は
不
十
分
…
十
五

・
現
在
の
施
策
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
…
十
五

。
充
分
で
は
な
い
が
満
足
い
く
レ
ベ
ル
…
七

．
充
分
で
あ
る
…
一

．
行
政
か
ら
ど
ん
な
支
援
が
必
要
か

「
活
動
に
対
す
る
資
金
援
助
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で

く表3＞

１
－

注１：常勤スタッフ＝日常的に事務局業務に関わる人（週30時間程度以上を目安）非常勤スタッフ＝左記以外の人

収
入
内
訳
（
一
一
○
○
三
年
度
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
の
取
得
理
由

、
阿
昌
包
占
■

評

iK0

１営利目的でないことを理解してもらえるから２３

２不動産登記や預貯金口座を団体名で開股できるから７

３契約が団体名義でできるから４

４委託砺業が受けやすくなるから

５会員や協力者が得やすくなるから

６寄付金や助成金などの扱助が受けやすくなるから

７収益を伴う活動･甑業が行いやすくなるから７

１８対外的な信用度が高まるから２５

９頭務局職員の身分保障が安定するから２

1８

１０椛利･蕊務が明確となり預任ある体制となるから１８

１１覗制上の優遇措置を受けるため２

１２行政の信頼を得やすいから１３

１３他の公益法人をめざしたが条件が厳しいから３

４千の他 ３



しみんふくし滋賀専務理事

福井富美さん

瞳謹夢ＯｈｌＭｅｌＥｙＳ三

○ＮＰＯ法力施行され5年が経過しましたが…？

法施行前から任意団体として活動していたので、

ＮＰＯ法人になっても大きな変化はありません。

しかし社会的信用度は上がったと実感しています。

介護保険が導入されてからは指定事業者になり、

行政からの委託や助成も受けられるようになりま

した。

○法人化してよかった点又は困った点はありましたか？

一般的には事務の繁雑さが言われますが、任意

団体の時から会計処理もしっかりとしていたので

組織としてデメリットと言うほどのものはありま

せんでした。法人化することは社会的信用を得ら

れると同時に社会に対し責任を負うということを

強く意識し、常に設立時の趣旨を自分達で確認し

合って活動しています。

○行政との協働について

行政との協働はまだまだこれからという感じで、

現状は安く使えるという感覚が行政にあると思い

ます。今後は、介護の必要がなく健康寿命を全う

するための健康体操などを、行政に提案したいと

考えています。

｜まとめにかえて

無

今回のアンケートは残念ながらlnl答数も少なく、こ

の結果でﾘI(内のＮＰＯ法人の実態をすべて表すもので

はありません。しかし、－１ｍを兄ていただけたと思い

ます。

ＮＰＯ法はそれまで任意団体として活動してきたIli

民活動団体に対し法人格取得への道を拓いたある怠味

画期的な法徽です。その効果は近年のＮＰＯ法人の火

l陥な１W加、また「ＮＰＯ」ということばを広く11ｔ間に

知らせることにもなりました。反面、「ＮＰＯ法人で

ないとＮＰＯでない」という誤解が生まれたことや、

当初談論されていた「市民活動促進法」が「特定非街

利活動促進法」という名称に変わったため、「市此参

加」「市民性」という面よりも「非営利性」が強洲さ

れ、当初の縦論から少し離れてきているようにも思い

ます。「悪貨は良貨を駆逐する」にならないよう、市

民一人ひとりが見る眼を養って「ＮＰＯ法」をよりよ

いものにしていくことが大切です。

（覗務局：川勝六四）

「
行
政
に
お
い
て
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
を
促
す
た
め
の
広

報
・
普
及
活
動
」
「
活
動
や
情
報
交
換
の
拠
点
と
な
る
場
所

の
確
保
・
整
備
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。

◎
行
政
に
求
め
る
こ
と
（
自
由
記
述
）
に
つ
い
て
の
意
見
を

集
約
す
る
と
、
「
活
動
の
現
場
を
見
て
、
活
動
を
理
解
し
て

欲
し
い
」
と
か
、
ま
た
行
政
の
考
え
る
『
協
働
』
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

側
の
認
識
に
差
が
あ
る
の
か
、
『
協
働
』
に
つ
い
て
疑
問
の

声
が
多
か
っ
た

［
回
答
例
｝

・
協
働
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
互
い
に
話
し
合
う
こ
と
が
必
要

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室
だ
け
で
な
く
、
各
部
局
と
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

関
心
を
持
ち
施
策
を
打
ち
出
し
一
・
協
働
』
し
て
欲
し
い

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
自
立
・
自
己
責
任
を
側
面
的
に
さ
さ
え
る
と
と
も

に
必
要
な
と
き
に
は
必
要
な
援
助
を
お
願
い
し
た
い

・
市
民
の
活
動
（
動
き
）
を
見
る
こ
と
が
大
事

・
種
々
の
活
動
情
報
や
行
政
制
度
の
わ
か
る
情
報
提
供
を
し
て

い
た
だ
き
た
い

．
『
協
働
妻
一
と
い
う
が
現
実
に
は
「
ダ
ダ
で
使
え
る
便
利
な
団

体
」
程
度
の
認
識
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ざ
る
を

得
な
い
施
策

．
一
人
で
も
多
く
の
行
政
関
係
者
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
使
命
、
現
場
を

知
っ
た
う
え
で
『
協
働
』
を
行
う
よ
う
希
望
す
る

・
法
制
化
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
先
進
的
な
活
動
に
対
し
て
の

資
金
援
助
が
必
要

・
行
政
も
生
活
の
視
点
を
持
つ
こ
と
大
切

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
出
向
職
員
と
し
て
短
期
間
経
験
し
て
い
た
だ

き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
必
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
市
民
と
の
協
働
が
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
・
人

づ
く
り
に
最
も
意
味
の
あ
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
た
い

◎
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
※
図
４

「
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す

か
」
と
い
う
設
問
に
対
し
、
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
十
八
法

人
「
知
っ
て
い
る
が
詳
し
く
は
知
ら
な
い
」
「
名
前
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
」
一
二
法
人
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
「
よ
く
利
用
し
て
い
る
」

「
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
」
一
一
六
法
人
「
利
用
し
た
こ
と
は

な
い
」
一
四
法
人
で
、
「
利
用
し
な
い
」
法
人
に
対
し
理
由

を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
「
地
理
的
に
不
便
」
九
法
人
「
何
を

し
て
い
る
か
情
報
が
届
か
な
い
（
よ
く
知
ら
な
い
）
」
六
法

人
で
、
そ
の
他
の
意
見
と
し
て
「
駐
車
場
代
が
高
い
」
と
い

う
も
の
が
あ
っ
た
。

囲インタビュー

守

っている｡

笥て
く

知っ

詳し

＜図4＞

名前は聞いた
ことがある。

淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
つ



の
母
語
教
育
が
中
心
で

す
。
親
の
長
期
滞
在
・

定
住
化
に
伴
い
、
日
本

生
ま
れ
の
子
ど
も
た
ち

輝
い
て
い
ま
す
！

守

一
》

》
一
（
・
噸

私
た
ち

、

〔在住外国人支援罰子ども＜らぶ｢たんぽポ」

③代表の吉村美智子さん

②仲晃生さん

が
増
え
ま
し
た
が
、
両
親
は
仕
瓢
で
忙
し
く
、
家
庭

内
で
の
会
話
が
な
く
母
語
教
育
が
で
き
な
い
。
そ
の

た
め
母
国
の
言
葉
や
文
化
を
自
ら
否
定
し
て
し
ま
う

と
い
う
問
題
が
起
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

不
就
学
・
未
就
学
の
子
が
少
な
く
な
く
進
学
も
ま

ま
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
か
ら
、
外
国
籍
児
童
を
取

り
巻
く
状
況
を
制
度
と
し
て
改
善
す
る
た
め
、
今
年

七
月
に
は
外
国
籍
児
童
の
置
か
れ
た
状
況
を
改
善
す

る
よ
う
滋
賀
県
議
会
に
四
項
目
の
陳
情
苔
も
提
出
し

ま
し
た
。
二
た
ん
ぽ
ポ
』
の
活
動
は
あ
く
ま
で
も
学
校
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
。
外
国
籍
児
童
を
取
り
巻
く
環

境
が
体
制
的
に
整
い
、
学
校
教
育
主
体
で
解
決
で
き
、

在
住
外
国
人
児
童
を
支
援
す
る
子
ど
も
く
ら
ぷ

「
た
ん
ぽ
ポ
」
。
『
ポ
』
は
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
」
を
意

味
し
ま
す
。
活
動
の
き
っ
か
け
は
設
噸
メ
ン
バ
ー
の

一
人
が
学
校
で
み
た
外
国
籍
児
童
の
悲
惨
な
状
況
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
親
と
と
も
に
や
っ
て
来
た
川

本
で
、
言
葉
の
壁
か
ら
勉
強
が
で
き
な
く
な
り
、
自

信
を
な
く
し
、
自
分
の
文
化
を
も
否
定
し
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
解
放
し
、
自
信
を
取
り
戻
さ

せ
る
場
と
し
て
の
居
場
所
づ
く
り
と
Ｈ
木
語
術
導
が

当
初
の
活
動
で
し
た
。
そ
の
後
、
い
じ
め
や
言
葉
の

問
題
な
ど
様
々
な
理
由
か
ら
学
校
を
離
れ
て
し
ま
う

子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

もには在し

たも、のか

ち子意活し

へど外勤現

外
国
籍
児
童
の
母
語
教
育
を
サ
ポ
ー
ト

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
消
え
な
い
よ
う
に
」

赫贈羅蕊鏡Ｉ聡蝋一
F･函耳●－ず●Q可一々凸●蝉学一寸ＱＣ－９ｑ御国
0“q･●辞ｑＱｑｃ･､｡ﾜ”｡｡~･の一口ﾛ●Ｃｑ

:鯉:i灘蕊』;識豊織！

子ども<らぷ「たんぽポ」
代表④吉村美智子

設立②1999年５月

会員数③12名

連絡先eO90-1905･OO27

e-mail：tampopo＠digibo｣ｖ

至
丙
シ
三
女
『
ｚ
『
閃
丙
く
国
璽
迄

縦謹灘識

／ ､i拝Ｉ

典

綾

●「子どもの権利条約」を批

准した先進国の大人として、

「学習権保障を求める陳情

書」を滋賀県議会に７月７日
提出。

●リリアンテルミハタノさん

A
Ｉ

『
た
ん
ぽ
ポ
』
が
な
く
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
」
と

ス
タ
ッ
フ
の
仲
さ
ん
。
し
か
し
現
実
は
「
た
ん
ぽ
ポ
」

を
必
要
と
す
る
児
童
が
増
え
、
今
の
ス
タ
ッ
フ
で
は

手
が
一
杯
で
す
。
「
言
葉
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
『
子

ど
も
が
好
き
で
、
継
続
し
て
活
動
に
参
加
し
て
頂
け

る
地
域
の
方
』
に
活
動
の
お
手
伝
い
を
頂
け
れ
ば
」

と
代
表
の
吉
村
さ
ん
。
取
材
の
終
わ
る
頃
、
小
学
低

学
年
の
子
ど
も
が
に
ぎ
や
か
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

み
ん
な
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ
い
。
こ
の
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
消
え
な
い
よ
う
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る
は

ず
で
す
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
木
伸
子
）

・壱一一

一

一
》
一
一鱗
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青】スペースｗｉｌＩ(ウィル）'文化､びわ湖江演会 【教

家
に
引
き
こ
も
る
子
ど
も
た
ち
が
、
た
と
え
一
歩
で

も
外
に
足
を
ふ
み
川
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
の
願

い
で
開
設
し
た
「
学
習
サ
ー
ク
ル
」
。
各
間
の
勉
強

場
所
で
も
あ
り
、
肘
場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
教
員
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
目
指
す
大
学
生
た
ち

が
、
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
語
り
、
遊

び
、
寄
り
添
い
支
え
て
い
く
「
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
派
遣
‐
｜
は
自
宅
ま
で
出
向
い
て
い
き
ま
す
。
こ
の

「
私
た
ち
は
、
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
助

動
詞
で
あ
り
た
い
。
だ
か
ら
『
ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
』
な
ん
で

す
」
と
代
表
の
松
浦
弘
美
さ
ん
。
年
々
琳
加
し
て
い

く
不
識
校
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
て
流
年
。
社
会

的
重
要
性
や
今
Ⅱ
ま
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
今
年
、

淡
海
文
化
振
興
財
団
「
第
一
回
お
う
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

基
金
助
成
事
業
」
に
選
ば
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
本
格

的
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
元
教
諭
経
験
を

経
て
、
自
宅
で
学
習
塾
を
開
設
。
そ
の
時
、
家
の
中

に
閉
じ
こ
も
っ
て
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も

と
、
そ
の
子
た
ち
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
良
い
か
わ
か

ら
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
家
族
の
存
在
を
知
り
、
心
の

ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
助
け
た
い
と
思
っ
た
こ
と

が
活
動
の
始
ま
り
で
す
。
学
稗
椛
の
保
障
と
と
も
に
、

滋
賀
県
人
な
ら
誰
も
が
一
度
は
耳
に
し
、
目
に
し

た
こ
と
の
あ
る
江
州
音
頭
で
す
が
、
剛
れ
る
人
は

年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
姉
妹
都
市
友
好
交
流
二
○
周
年
で
、
ブ
ラ
ジ
ル

へ
行
っ
た
と
き
に
、
わ
ず
か
一
○
分
の
指
導
で
一
万

人
の
人
が
ひ
と
つ
の
輪
に
な
っ
て
踊
っ
た
と
き
の
感

激
、
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
江
州
音
頭
は
国
を
越
え
て

夢
は
江
州
音
頭
の
全
国
大
谷
室

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
大
切
に

不
登
校
生
の
学
習
と
生
活
を
支
援

鋼娠羅繍禰IIfl』鍋

搭壱:誌汽r学－．，．段四・呼一

●スペースwilIで勉強を教えてい
る風景。

の

「
び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る

雲謹
｝
狼

タ
壷

、2001秋に米原で開催された第
１回「江州音頭フェスタinし
が」の会場風景。

＝

の
人
々
を
は
じ
め
多
く
の
支
え
が
あ
り
、
と
り
わ
け

子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
向
か
っ
て
歩
み
出
し
、
肺
い

て
い
く
姿
を
確
認
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
「
私
た
ち
は
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち

を
大
切
に
し
た
い
。
そ
の
存
在
を
厳
優
先
に
考
え
て

③代表の松浦さん

プ
や
バ
ラ
バ
ラ
、
よ
さ
こ
い
江
州
バ
ー
一

も
披
熊
さ
れ
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
《

ス
タ
は
柴
東
市
、
蝦
郷
町
と
毎
年
会
場
》

年
は
近
江
八
幡
市
で
開
催
の
予
定
で
す
。

二
●
江
差
追
分
』
で
町
お
こ
し
を

し
て
い
る
北
海
道
の
江
差
町
を
ヒ

ン
ト
に
、
江
州
音
頭
の
全
国
大
会

を
び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
の

が
私
の
夢
」
と
山
崎
さ
ん
。
夢
は

熱
意
で
現
実
に
な
り
そ
う
で
す
。

（
獅
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
山
純

子
）

催

地
域
も
巻
き
込
み
、
二
○
○
一
年
に
「
江
州
音
頭
フ

ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
し
が
」
を
米
原
で
開
催
。
会
場
で
は
櫓

を
組
み
、
昔
か
ら
の
正
調
の
音
頭
に
加
え
て
、
ラ
ッ

プ
や
バ
ラ
バ
ラ
、
よ
さ
こ
い
江
州
バ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど

も
披
熊
さ
れ
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ

ス
タ
は
柴
東
市
、
蝿
郷
町
と
毎
年
会
場
を
変
え
、
来

ひ
と
つ
に
な
れ
る
、
す
ば
ら
し
い
県
の
宝
だ
と
感
激

し
ま
し
た
」
と
語
る
山
崎
美
江
子
さ
ん
は
「
二
代
目

挫
川
貴
美
子
」
の
稲
を
持
つ
音
頭
取
り
と
し
て
江
州

音
頭
を
広
め
る
た
め
に
霧
岡
し
て
き
ま
し
た
。

県
域
で
は
「
江
州
音
頭
瞥
及
会
」
が
あ
り
、
山
崎

さ
ん
が
代
表
の
江
友
会
も
含
め
て
約
四
○
団
体
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。
曲
崎
さ
ん
は
普
及
会
の
役
員
と
し

作
恥
て
こ
年
が
か
り
で
江
州
音
頭
普
及
と
保
存

樫
皿
の
た
め
に
音
頭
の
歌
詞
や
踊
り
の
振
り
も

今
云
ｖ
Ｔ

及
剰
つ
け
た
Ｃ
Ｄ
を
作
成
、
市
販
に
こ
ぎ
つ
け

》
僻
咽
毒
北
脈
Ｉ
順
脈
Ｉ
洲
剛
雌
岬
剛
恥
純
伽
葎

県
Ｃ
の
貝
会
を
結
成
し
、
幼
椛
則
児
か
ら
大
学
生
、

賀
た
り

滋
し
踊

⑳ －
派
遣
」
は
画

ほ
か
、
電
話

で
の
「
教
育

相
談
ほ
っ
と

ネ
ッ
ト
」
な

ど
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま

●「子どもたちとの年齢も近いの
で、向き合うことで心を開いて
くれれば．．」と語るスタッフ
の大学生。右から関川さん、中
島さん、松浦さん。

零驚

そ
の
存
在
を
厳
優
先
に
考
え
て

い
き
た
い
」
。
松
浦
さ
ん
の
そ

の
言
葉
に
、
子
ど
も
が
育
つ

こ
と
の
意
味
が
ど
れ
ほ
ど
竜

い
か
を
感
じ
ま
し
た
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
山
川

佳
代
子
）

す
。
今
日
に
至
る
ま
で
の
道
は
険
し
く
、
筒
分

た
ち
の
活
動
を
学
校
や
行
政
に
理
解
し
て
も

ら
え
な
い
こ
と
も
。
そ
れ
で
も
活
動
を
続
け

ら
れ
て
き
た
の
は
、
信
頼
で
成
り
立
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
学
碓
や
地
域

びわ湖江友会
代表③山崎美江子

設立、1996年

メンバー、11名

連絡先②彦根市清掲町846

TEL＆FAX：0749-25-O849

e-mail：vezOO620＠nifty,com
②代表の山崎さん

７
１

スペースｗｉｌｌ
代表②松浦弘美

設立③1998年

活動メンバ－，８名

連絡先②蒲生郡竜王町岡屋1242-2

ＴＥＬ：０７４８－５８－１７８３



商品も松井改良普及員の指導によるもの。「新商品は、どこに

でもあるようなものではダメ。アイデアが勝負」との意見で

した。

「今後は、隣接する南浜ぶどう園の農家に宿泊し、生産か

ら販売までを疑似体験できるツアー等、消費者と生産者がよ

り密度の濃い交流を図りたい｡」と自ら滋賀県第１号のグリー

ン・ツーリズムインストラクター資格を取得。さらに、観光

や福祉・国際交流など他のジャンルとの連携を模索しながら、

地域農業を元気にするネットワークづくりを進めたいとの抱

負を持っておられます。

？

ＯＮＬＹＯＮＥ

助成財団や行政からの助成や補助も重要な資金源に

なりますから、審査を恐れずに果敢に挑戦してみるこ

とでしょう。雄得できなくても勉強だ、というくらい

の気持ちで。

行政からの委託も含めて収益懇業による収入はＮＰ

Ｏの大きな黄金となりますが、事業を営むにはマネジ

メントに関する知識や経験が必要ですし、下手をする

と赤字になるリスクもありますから周到な準備が必要

です。しかし長期的に安定した黄金を得ていくには時

間をかけて収益が得られる耶業を育てていくことも大

切です。

また、寄付税制については、アメリカでは個人の寄

付がＮＰＯの活動を広く支えていますが、日本では残

念ながらそのような状況とはいえません。個人が特定

公維琳進法人や認定ＮＰＯ法人などへ「特定寄付金」

と認められる寄付をした場合には、下記の算式に基づ

いて侮付金控除（所得控除）が得られます。しかしそ

の他のＮＰＯに寄付した場合には一般の寄付金とされ

所得控除などの優遇策はありません。個人の寄付につ

いて優遇を広げることが今後のＮＰＯ支援にとって重

要な課題となっています。

寄付金控除の計算方法
(所得金額の25％または特定寄付金の額のいずれか少ない額）－（1万円）＝寄付金控除額

【問】産直びわ「みずべの里」
湖北地域振興局環境農政部農業振興課

(湖北地域農業改良普及センター）
ＴＥＬＯ７４９－６５－６６２９ＦＡＸ－Ｏ７４９－６５－５８６７

☆「チャリティネット」ホームページでＣＤの購入申し込みを受

け付けています。

http:"www､charity・nejp／
【問】特定非営利活動法人ジャパンウェイ
〒600-8585京都市下京区烏丸通松原下る五条烏丸町398
ＴＥＬ：075-344-4331ＦＡＸ：075-352ｮ8310

インターネット上で買い物をすると、同時にチャリティ（寄付）

ができるというサイト「チャリティネット」を運営し、ＮＰＯを

支援している特定非営利活動法人ジャパンウェイ。日本でももっ

とチャリティを普及させていこうと、このほど一般から歌詞を募

集して「チャリティの歌」ＣＤを作成、発売されました。収録さ

れているのは「パンをわけよう」「夢をのせて」「愛のプレゼント」

の３曲で、いずれも歌詞を公募して作られたもの。そして現在、

この歌を歌って広げる「歌うボランティア」を募集中です。地域

の集会やイベントでチャリティの歌を歌うというボランティア

で、登録すると、ＣＤが１枚プレゼントされます。自慢ののどで

ボランティアできるなんて、ユニークですね。

リ,レーエッセイ
『
も
う
ひ
と
つ
の
家
づ
く
り
の
こ
と
」

ｽﾛー グﾂズ探検隊感

ＮＰＯ法人子育てサポート
おうみはちまんすぐすぐ

伊藤幸枝さん
私には寝起きしている家と、もうひとつの、出

会いの場としての家がある。週のうちほぼ５日、

愛用の赤い自転車を操ってその家へ通う。屋号は

通称「すくすくの館」と親しんでもらっている。

子育ての、あらゆる一時的な手助けを行う事業を

柱として、赤ちゃんから９０歳近い年齢の人たち

が、入れ替わって出入りし、くらしの小さな支え

合いを組んでいる。

旧市街地の古い町家。向こう３軒両隣りに見守

られて、町内会のおつき合いのある、心地よい家。

借り物の道具類や、もらい受けた物がごちゃごち

ゃあって、どれが自前の机か、棚か……。人や物

や、こころが行き交うもうひとつの家づくりに、

寄ってらっしやいな…。

みんなで歌おう
｢チャリティの歌」
｢パンをわけよう」

｢夢をのせて」

｢愛のプレゼント」

の３曲収録

価格：1,800円（税別）※販売価格の

一部はＮＰＯ支援に使われます。

Ｃ
Ａ
Ｐ
滋
賀
の

小
林
明
子
さ
ん
で
す
。

漁

▼マスコミを農業振興に活用。新
聞４０回、テレビ３回、ラジオ２
回／昨年度実績。

,間

‘・蝿

水ギョウザなど数々のヒット

ＮＰＯ団体が開発した人や自然にやさしい商品をご紹介’

▲ニゴロブナの減少に少しでも歯止
めをかけようと環境こだわり田で
自然の力をかりて育成。



△産直びわ「みずべの里」／営業時間９
時～17時TEL､0749-72-5212水曜休

霞

紺冴ネ･ソ１－

△改良普及員の松井賢一さん崎～1/崎にL･U'4ﾘｰﾉZ-Oz'Ｚ邪唯1小

湖北地域農業改良普及センター管内には８つの常設農産物

直売所があります。中でも「産直びわ・みずべのヨ（びわ町

南浜）は、県の「癒しのための農村，'感興”整備事業」など

を活用し今どり農園＆ビアガーデン、同時多発テロ追悼ひま

わりコンテスト等ユニークなイベントを展開しています。例

えば「環境こだわり米」田んぼの100株オーナーでは、近畿

一円へ参加者募集し、農薬・化学肥料を従来の半分にした稲

作り（田植え～稲刈り・ハサ掛け）や親子環境学習会を開催。

コネジメフト講座Ｑ＆Ａ
市民活動を継続させるためのワンポイントアドバイス。

☆お聞きになりたい質問を受け付けています。

質問：ＮＰＯの活動資金を増やすにはどうすればよ

いでしょうか。また個人がＮＰＯに寄付した場合、何

か税の優遇が受けられますか。

回答：ＮＰＯの活動黄金で一般般的に考えられるのは、

会費、受取寄付、他からの助成金・補助金収入、収益聯

業による収入があります。多くの方から支えられている

という観点から言えば、それぞれの収入が均等になれば

理想ですが、現実には、すべての填目について収入を期

やそうとするよりも、自分のＮＰＯが得意とするものに

力を入れていくのが得策でしょう。

基本的にはミッションに賛同してくれる会員を蝋やす

ことが第一です。これは会蛮収入を増やすだけでなく、

活動を広げていくことができるからです。寄付を集める

ことは今の経済′情勢の下ではl捌難を伴いますが、地道に

自分のＮＰＯの活動をＰＲし活動への共感を得ることと、

寄付する側にとってのメリットをしっかり把握して訴え

ていくことを忘れてはなりません。アメリカではＮＰＯ

の理事の重要な職務は寄付集めにあるといわれるくらい

です。

市民活動を元気にする情報コーナー

！

戸

鷺，

ヤ

少

可
ｑ
申
即
一
卑
組
阪
町
七
ｒ
叩
危
■
Ｆ

〆

除草剤を使わず雑草を手取りするなど米作りの大変さを実感

することで「環境こだわり米_lの人気は急上昇しました。

この企画を提案・運営支援をしているのが「湖北地域農業

改良普及センター」と言う県の機関です。担当する松井改良

普及員は、「農業技術指導」だけでなく「直売所の運営支援」

も指導されています。新規特産物のＰＲのため新聞、テレビ

が注目するネタを仕込んでマスコミを最大限活用することを

持論としておられます。その成果が実を結び、昨年度の売上

げは、１億5千万円（対前年比147％）と飛躍的に伸び、今

年度の目標は2億円とか。「どれだけ良い農産物を栽培しても

売れなければダ､メ！販売方法が確立して初めて農家を元気に

できるのです｡」

また、併設の加工施設では、主婦たちが新鮮野菜を使った

地元のお総菜や、春の味「めはりめし｣、中国人留学生手作り

恒例の「菜の花畑」
迷路スタンプラリー

字

農瀧物直売砺を通じ､｢環境」「撚験」「地産地濃｣を

キーワードに､摘費者些盤瀧者の交流を擬逃したい。
………………………………………産直びわ「みずべの里」

融



※’２月の上映期間は３日～２’日です。◆リクェスト受付中！
｢フリーダ」上映してほしい作品名と
｢名もなきアフリカの地で」住所､氏名､電話番号を記

入の上､ハガキ､ファックス、｢デブラ･ウィンガーを探して」
または電子メールで淡海

｢アカルイミライ」
ネットワークセンターま

｢わたしのグランパ」
でお送りください。抽選

｢ＰｌＣＮＩＣ」 で3組6名の方に､滋賀会

※各作品の上映期間は未定です。館シネマホール映画鑑賞
券をブﾚゼﾝﾄいたします。

･各回入替制・上映時間･料金はお問い合わせ下さい。
TEL:O77-522-61gl滋賀会館シネマホール

日時｡場所･問合せ先等を明記の上､12月8日までに
Eメール､FAXまたは郵便でセンターまでお寄せください。１月｡２月の掲示板

八ウジングアンドコミュニティ財団

第１２回｢住まいとコミュニティづくり活動助成歌業｣公募

内容③民間非営利団体による住まいとコミュニティづくりについての先駆的‘

創造的な活動への助成を行います｡意欲に満ちた方々のご応募を期待します。

公募期間③１２月１日(月)まで(１２月１日必清:１１月３０日までの消印有効）

【問】（財)八ウジングアンドコミュニティ財団｢活動助成係」

住所:〒107-OO52東京都港区赤坂1‐５－１１新虎ﾉ門ビル5Ｆ

TEL:Ｏ３－３５Ｂ６－４８６ｇＦＡＸ:Ｏ３－３５Ｂ６－３Ｂ２Ｂ

ＵＲＬ:http://www・tokyoweb・or.ip/housingandcommunity／

巳
。
■
■
画
酋
■
一
■
の
■
■
⑧
凸
■
。
■
●
■
■
口
・
■
α
■
毎
＄
・
■
の
■
《
■
。
■
《
■
。
■
色
。
。
ｐ
卓
⑪
色
》
●
弓
。
⑪
●
ロ
ロ
ロ
＆
、
。
①
●
⑤
ロ
■
■
つ
。
、
●
■
“
■
■
》
●
■
ぬ
③
。
■
。
ご
■
Ｃ
Ｑ
ｐ
“
③
■
巴
。
、
●
ロ
ー
■
■
⑤
ａ
句
、

Ｕ
ｐ
■
●
Ｕ
ｅ
Ｕ
ｅ
》
■
宙
缶
、
■
こ
け
巳
丘
ロ
ー
巳
●
Ｂ
③
画
●
抄
●
毎
●
ひ
９

Ｕ
せ
ら
●
巳
ｇ
ｃ
ｐ
●
台
Ｕ
け
■
？
●
●
Ｂ
ｅ
８
●
●
何
■
付
ら
●
Ｂ
ｏ
８
Ｃ
Ｕ
Ｇ
ｃ
Ｇ
ｃ
ｅ
Ｃ
９

巴
自
己
ロ
■
●
巳
の
巴
＆
弓
●
●
●
唾
急
》
今
Ｕ
Ｃ
咽
痘
．
９

ロ寄附金付お年玉付郵便切手の寄付金の配分を受ける団体を募集しますＣ
● ｑ

●内容③平成１６年用として発行する寄附金付お年玉付郵便葉書及び寄附金付、
●お年玉付郵便切手に付加される寄附金の配分を受けようとする団体の公募６
｡資格、(1)営利を目的としない公益の増進に寄与する法人格を持つ団体であＱ
、ること｡具体的には､次のような団体が該当します。 Ｑ

●．社会福祉法(昭和26年法律第45号)第22条に規定する社会福祉法人

:駕繍鰯鰯鯨篭鰯繍蝋,１
．．特定非営利活動促進法(平成'０年法律第７号） ８
．第２条第2項に規定する特定非営利活動法人(ＮＰ。)等

、ただし､団体の名称に特定の営利企業の名称や略称を冠している団体、 ６

●又は過去5年間連続して配分を受けている団体(申請に係る顛業と同一の事業を行っている団体が当該６
●申請団体以外にない場合又は同事業を他の団,ﾎで代替できない場合を除く)には配分できません。Ｑ
●申請受付期間③’’月２８日(金)まで ｇ

ＤＵＲＬ:http://www･postjapanpostjP/whatsnew/2003/tOpics/kifu/apply・ｈｔｍｇ
●④｡。●｡｡●⑨ａ⑥⑨｡⑨｡｡⑨｡｡｡｡②⑨｡②｡②②⑨③②｡｡｡、ｏｏｏｏｏｏｏｏ、０

:平成16年度JATA環境基金｢地球にやさしい市民活動支援助成」：
●内容・環境と観光の両立､という地球規模の課題への解決に向けて､自然環境の持続的なＱ

●利用並びに地域の健全な発展を願い､旅行者が訪問する地域における自然及び文化遺産の保ｇ

ｏ謹活動､並びに環境に配慮した観光の発展に寄与している市民活動に対して助成を行います。ｇ

●対象事業②(1)自然や文化遺産を保護する事業(2)環境に配職した観光の発展に寄与する事業ｇ

●対象団体③下記要件を全て満たす団体を対象とします。ｇ

●（')市民主導のボランティア団体であること(NP｡法人格の有無は問いません。ｑ
●但し行政､社団法人､財団法人､学校･PTA､観光協会等諸機関､並びに地域自ｇ
●治会､商店会等諸団体については､対象外とします） ｑ

●(2)活動場所が国内外の観光地内にあること（｢その地域の自然や文化遺産のｑ
●観光を主目的として､多くの旅行者が訪問する地域｣とします） ｑ

･鵬鰯1瀬､巽黙誌の場合隣NPo譲人椿を富していること：
:蒲w需脇黙誌2駕鼎駕雷)東京都潜区浜松町‘
●’~27~g新浜松町ビル6階セブン環境NPOセンター内担当:高木(たかき）６
．TEL:０３~５７７７－ＯＢＢ７ＦＡＸ:ＯＢ－３４３５－１Ｏ６５ ｇ

、ｅ~ｍａｉｌ:ecofund@jata-net,or・jpURL:http://wwwjata-net.｡｢ｊｐ ｑ

●⑥③⑨。｡②、。⑤⑨。｡⑧②｡⑨ゆ。②②、｡｡｡⑤②⑧⑧③｡｡⑨。⑮⑥⑨⑲。Ｑ⑥｡｡。ｇ

:平崩'6年度(第,0回)ｷﾘﾝ福祉財団
ｇ

ｑ

●公募助成募集要項対象団体②地域福祉活動を目的とする民間団体で､法人格の８

，有無は問いません。対象事業、｢地域における子育て支援ポﾗﾝﾃｨｱ活動｣に対６

●し助成｡',地域､､剛子育て，'､剛ボﾗﾝﾃｨｱ活動側がキーワードとなります｡次に該当する場ｑ

●合は､｢対象外｣とします。、職員の人件費､事務所の家賃､備品.機器の購入等､組織ｑ

●運営のための経常的費用。・専門家グループ委託によるコンサート､演劇など８

，の開催費。．外部委託が著しいコーディネーター的事業。０

●申込み、１２月１日(月)まで(当日消印有効）申込方法③｢公募助成申込書｣（ｑ
０３枚)に必要事項記入.捺印のうえ､添付悪類と共に弊財団事務局宛に郵送下さい。ｇ
●なお郵送いただいた書類等の返却はできませんので､予めご了承下さい。 ｑ

･瀞削搬慧１１識驚笈綜侭欝誤惑雛：
:硯駕鳥赫濡洲濡i･齢x:｡s…… ｑ

Ｏ

ｎ

いつも情報誌｢おうみﾈｯﾄ｣をお送りいただＶＯｌＣＥ
きましてありがとうございます。

近頃気がつきましたが印刷の色が強く【ウオイス】
て必要なページを白黒コピーして使川したいと試みますと黒くなって

しまいます｡薄めにコピー機をI淵盤は致しますが折角の情報誌で

すからまず､読み易い色調にしていただけないでしょうか。アンケート

結果が2ページに分けてありますが1ページに香かれていれば､コピ

ーは1枚で済みます｡また､閲巡情報は統けて読みたいと考えるの

は私だけでしょうか｡せめて半分に折って読むことを想定されるならば、

1,2ページのどちらかを左右反対に削り付けられると､遮車の中など

でも読み易いと考えますが､いかかでしょうか。

(近江八I附市にお住まいの読者より）

事務局より

ご意見ありがとうございます。

印刷の色につきましては､３７号からは少し背景色を薄くするよ

う変更させていただきました｡メリハリのあるデザインを目指して

いる関係上､なにとぞご了承ください。

アンケートに関しましては､３５号より｢おうみネット｣のレイアウ

トを変えた際､表紙アンケートとその集計を掲戴することに決めた

ため､デザインおよびスペースの関係でページを分けて掲載する

ことにしました｡頂いたご意見は､今後より読みやすい誌面に変え

ていくための参考とさせていただきます。

舞を取り入れ、「邦楽劇」としてさらなる挑戦をし

チケヅト
ブレゼソト
チケヅト
ブレゼソト

滋賀会館シネマホール
１２月の上映予定

情報募集中！

ノ

忍者の祖と言われる、伝説の甲賀三郎をミュージ

カル化。３年前より公演をスタートしたほか、「サ

ブロウ」グッズや絵本、忍者ゆかりの町との交流

など幅広い活動を通して、甲南町の文化芸術の向

上とまちづくりに貢献しています。

今回は音楽に邦楽を、そして振付にダンスと日

クローズアップ･I情報ＢＯＸ

守

１１月１ｓ日（日）１３：ＯＯ～

場所鰯甲南町忍の里プララ

入場料．1,000円（大人・子ども共通）

【問】邦楽劇サブロウ伝説実行委員会事務局

TEL・ＦＡＸ：Ｏ７４ａＢ６－４１５Ｂ

、扇創

ijPﾌ､ロゥ伍説ロロ土伝
ています。「筆」や「尺八」など日本古来の楽器で

奏でるミュージカルで、邦楽に親しんでみません

か？
邦楽劇『サブロウ伝説」

,ｗｑ･e1P宇琶●令逸出琶聾■

助成金情報



●し１１月３０日（日）１０:ＯＯ～●【問】文庫交流会
つＬＣ亜置いＬのｄ,。」 ・雫Zご”１，色ジグ、ノー１１」■ＬＬｌ

Ｄ☆１２月４日(木)「実作指導」
、〈ん１日ロロイ未、「室ｲ仁嬉遁Ｉ ●内容⑬アフガニスタンへより確実に●TEL:０７７－５２５

零

８
回

１１‘12月
、男性のジエンダー学講座

●「いきいき男性講座」

抄心理学から親子関係

、“こころの回復”を学ぶ
毎日本･パキスタン学生ﾋﾏﾗﾔ植林Ｃ
Ｄワークショッブinパキスタン６

Fq

ｰ

け

Ｆ１

凸.

イベント情報

Ｂ

Ｆ
』
巳

、※詳しくはHPIwうたしえの世荊をご覧下さい。●●内容③くらしの中のあらゆる疑問や、

棚騨鰹':w:噸哩｡;鍵i'膳裟蝋撚:喜灘駕華難：
,靴-櫛ご撤棚ぅ山:駕雛蒸謹欝購:熱駕？…縮識。:森と友だちになって、 ８

＠日時③毎月第1.3水曜日19:00~20:３０，

、し12月6日仕)'7日(日)11:00~16:００●（JR米原駅徒歩6分） ●場所②ひとの駅(地域通貨おうみ委員会）ｇ

●ＪＲ琵琶湖線｢草津｣駅東口から徒歩９，内容③自然を楽しみながら.世界にた●入場料、無料
＠約10分本陣商店街内９つた一冊の絵本づくりを体験します●【問】滋賀ＩＢＤｑ

Ｄ場所③河辺いきものの森●TEL:O77-54B-2217●参加料③ＢＯＯ円(＝3おうみ｡地域６
９定員③30名(先着順.要事前申込）。（＜卿ら滋賀医大消化器内科佐々木医師）・通貨｢おうみ｣も使えます）飲み物６
，参加鍵、1,000円●URL:http://wwwgeocitiesjp/c｢est85000／●＆お菓子付きｇ

：謡無ｼ雲o9雲僻』:｡:恩:男l篭享浮雲員会｡０【問】環境レイカーズ

●TEL:O74B-37-4567(島川）８

，．m.Ⅲ…｡m鵬biw…｡：プﾁｾﾐﾅー｢Ｎｐ･って厩あに?｣:叢鑑墓畠撚畢…：●

、●内容③くらしの中のあらゆる疑問や②ご

;鍵i'膳裟蝋撚:喜灘駕華難::篭鴬蕪蕊；
,識漂繍締i鯉W扇陽:雲蕊護鮮これやとと論議:壁肇巽蔑鵠懸喜。
、場所①米原町中央公民館 ＠日時③毎月第1.3水曜日19:00~20:３０●ています｡パラグアイの普通の人が６
，（JR米原駅徒歩6分） ・場所②ひとの駅(地域通貨おうみ委員会）●スパイクシューズを手に入れるのはＣ
Ｄ入場料、無料 ・ＪＲ琵琶湖線｢草津｣駅東口から徒歩・至難のわざ､たまに売っていても､値０

，約'0分本陣商店街内・段が高すぎてとても買えるものでは０３【問】滋賀ＩＢＤ
ＤＴＥＬ:O77-54B-2217●参加料③ＢＯＯ円(＝3おうみ｡地域●ないということです｡裸足で走って９
，（＜卿ら滋賀医大消化器内科佐々木医師）・通貨｢おうみ｣も使えます）飲み物・いるたくさんの子どもたち､青年たｅ
ＤＵＲＬ:http://wwwgeocitiesjp/c｢est85000／●＆お菓子付き ●ちに夢を与えるために･･･ぜひご協力ｃ

:謡無ﾂ室o9雲僻』:｡:恩:男l篭享浮雲員会。ください｡よろしくお願いし議す｡ｻ｡●イズは問いません。Ｃ

:ブﾁｾﾐﾅー｢NPOって職あに?j:墓義墓畠撚墓…:耀雛so日(日)霞℃‘Ｃ

Ｏし''月27日(木)'９:00～：首繍1購嚇]｡:｡｡～
●早津巾坐まｂづくりセンターｃ

、（O77-562-g240）ＣＤ場所②野洲図惑館ホール

：譲鯛謡懸館3F癖覚ﾎーﾙ°草震ｺﾐｭﾆﾃｨ支援ｾﾝﾀー
ﾘ参加費、無料 Ｃ

９【問ｌＮｐＯはじめて委員会●（077~563-0932） ０

，に収集ボックスがあります。 Ｃ９ＴＥＬ:077.587.6087FAX:077.5868677●※託児あり(先着１０名）
。【問】オリーブ代表恩地美和ｇｏ｡｡⑨。｡｡、｡｡⑨｡｡②。｡。⑬。｡●☆｢降矢なな絵本原画展」 Ｃ

Ｄシニアを楽しむ集い●日時、,,月26日(水)～30日（日）●TEL:O77-565-g215 C

g■渥訴届÷＝奉芋ア両諏誇屋＝圭一11.ｎ台

もＰ
Ｌ

Ｆ両

hd

回②場所②野洲図惑館ホール⑤日時②，，月２６日(水)，Ｏ:OO～
い

、児童文学創作講座・参加費〈g無料
：譲鯛謡誰3F癖覚ﾎーﾙ‘ｅ

;熟議繍譲;聯;篭藤棚:繍撫i雀」
６

６

，☆11月6日(木)｢原稿用紙に向か●シニアを楽しむ集い●日時、11月26日(水)～30日（日）６
，つてさぁ響いてみよう」 ●屋洞戸つｎ口／ロ、１，．，，－ ●場所、大津市立図書館展示ホールＧ

ｌ
令

ご時間はいずれも１３:ＯＯ～１６:００，．堤地lLj由へ又娠７画到迂緬口ｅ四埋駆■

●場所、守山市立図書館2Ｆ●子氏を迎えてお話しと交歓会ｇ
●参加賀③1,Coo円(受付にていた、場所②大津市生涯学習ｾﾝﾀー 視聴覚室６
ｇだきます）●参加費③700円８
，【問l子どもと本の交叉点●【問1しなやかシニアの会Ｑ
ｂＴＥＬ:O77-572-4734(大西）■TEL･FAX:O77-534-50B7８

庁司

L■

~

ｕ☆１月８日(木)「実作指導」⑨内容⑬アフガニスタンへより確実に｡TEL:O77-525-74g6(乾）
＠階”けい蒜fI土､１口･ｎｎ～1Ｒ・ｎｎ●現地に届く支援活動を続ける西垣敬●

「
Ｊ
ｒ
Ｌ

Ｐ
Ｌ

け
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Ｉ
Ｌ
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棚職会･交流会
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おうみＮＰＯ活動墓今

公開プレゼンテーションのお知らせ

（．;ＣＥＭｒｉＥＲＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ‘：

ＮＰＯ・市民活動団体の情報発信を支援する

ためホームページ作成講座を開催します。

鵬:11月199伽．26日伽・12月3日伽・10目伽

(午前コース）ｇ：ＯＯ～１２：ＯＯ

(午後コース）１３：ＯＯ～１６：ＯＯ

対象者：ＮＰＯ・市民活動団体で活動する方

パソコンによる基本操作ができ、インターネ

ットを利用している方

(本講座ではパソコンの基本操作説明はしません）

定員：各コースとも１０名(定員認える場剣lil勘

※応募人数が5名に満たないときは開講しません。

申込締切：１１月１５日（土）

※託児希望の方は事前にお申し込み下さい(無料）

参加費：3.000円（テキスト代別）

※参加ご希望の方はお名前･所属(あれば）・希望

ｺー ｽ．（託児が必要であればその旨）．ご連絡先

を記入のうえセンターまでお申し込み下さい。

この情報誌は古紙配合率'００%再生紙を使用しています｡尼
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おうみＮＰＯ活動基金に1,000,000円を寄付
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ブックレットVol､20発行しました！

多くの人に支えられて生きている人、自分たち。

今日ある私たちの最初は、みんな子どもだった。

こんなに当たり前で単純なこと。当時子どもだっ

たころ心で感じていたこと。思っていたこと。風

景。いつまでも無くさないで大切にしたい。

(編集ボランティア山川）
●●●●いり●■■｡■●■●●６０●■■ＧＯＯｅ０ＧＤＱｐ■oQ6も0■令q●●●●▲0●q●●●●●■●●0①G勺p●●g③

昨年とほぼ同じ120団体が参加した「第5回お

うみ市民活動屋台村」は、好天に恵まれて開催で

きました。主体的に集まった実行委員の方々と４

か月間の検討と準備によって、昨年とは異なった

試みもいくつか実施でき、反省もありますが成果

も得られました。皆で経験を共有しましょう。あ

りがとう。

(光）

おうみネット

｢ホームページ作成講座」開催

このたび、生活協同組合コープしが様より、ＮＰ

Ｏ活動支援のための「おうみＮＰＯ活動基金」に

１，OOQOOO円のご寄付をいただくことになり、

去る９月２２日に「生活協同組合コープしが創立

１０周年記念式典」会場において贈呈式が行われ

ました。

貴重な浄財をお寄せくださいましたコープしが

組合員ならびに関係者の皆さまに対しまして、深

》》塵とく感謝申し上げます。

『電子ネットワークとＮＰＯ』

～藤前干潟に学ぶ情報社会の広報戦術～

このブックレットは、淡海ネットワークセン

ターが開催する講潤会や識座などの記録を取

りまとめてシリーズで発行するものです。

1冊300円（送料別）

※お申し込みはセンターまで。

佑訂

匡雫

この柵子は大豆ｲﾝｷ総よび再生紙を使用し…倉

県庁

2004年おうみＮＰＯ活動基金助成事業1次

雲畜涌渦団体による公開プレゼンテーション

日時：１２月７日（日）１０：ＯＯ～

場所：ビｱザ淡海県民交流センター207会議室

※詳しくはセンターまでお問い合わせ下さい。

編集後記
江州音頭が大好きで、結婚して大阪から滋賀へ

来たのも何かの縁と、夏になれば団地の納涼祭で

踊りまくる私。（江州音頭が大阪に伝わって河内音

頭になったこと、ご存じですか）江州音頭がもっ

ともっと広まってほしい。「そら、しっかりせえ！」

というかけ声は自分自身に掛けているのかも…
(編集ボランティア大山）

Ｐ

l名神大測lｃ

国道7号

おうみ市民活動交流会を開催します！ 2003年度版

｢淡海ＮＰＯデータファイル」発行

●
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●
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●
●
●

今回のテーマ「連携の可能性をさぐる当

日時：１２月１４日（日）１８：Ｏｏ～

場所：ライズヴィル都賀山（守山駅前）

県内のＮＰＯ・市民活動団体の情報を掲揃した

｢淡海ＮＰＯデータファイル」の2003年度版が

:京阪卿所:‘
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できました。

ご希望の方はセンターまでお問い合わせ下さい‘

１冊700円（送料別）

「外国籍の子ども達の学校での悲惨な状況。そ

れが、その子達の日本の印象になるのが怖い｡」

とスタッフは言う。国際化でおいてきぼりをくっ

た子どもが「たんぽボ」に出会えてよかった。そ

して、紹介しておいて妙だが、早く「たんぽポ」

がなくなることを願う。

(繕集ボランティア青木）

※詳細はセンターまでお問い合わせ下さい。 ●
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#Ｈ胃鎚耕鞭

E竜

#Ｈ胃鎚耕鞭

Ｑ１／｢夫は外で働き、妻は家庭を守る」をどう思いますか？

a賛成ｂ､反対ｃ､どちらとも言えない

Q2／保育園で子どもが熱を出したました。

あなたの家では誰が迎えに行きますか？

a夫ｂ､妻ｃ・家族ｄ・知人ｅその他

QB／「男女差別」を一番感じるのはどんなこと？

a社会的地位ｂ,就職ｃ,セクハラ

d・家庭での役割ｅ・その他

アンケートにご回答いただける方

は、性別・年齢をご記入の上、ハ

ガキ、ファックス、または電子メ

ールで下記までご送付ください。

住所・氏名をご記入いただいた方

には抽選で粗品をプレゼントいた

します。アンケート諦切：１月末日

》1,塁

NHK＝＝冬

、塗．．.，

賭I陽

県外活動団体交流会参加者募集
■

和歌山県熊野で活動する市民活動団体と交流します

日時：１１月29日(土)～30日（日）１泊2日

※参加費等詳細はセンターまでお問い合わせ

下さい。

ＰＲＩＮＴＥＤＷｍｌ

ＳＯＹｌＭ《

、

賭I陽

文

６A向話、

Q4／男女がともに働きやすくするために一番孤要なことは？

a家事の分担ｂ・保育所＆制度の充実

c,上司の理解ｄ､ボランティアの充実ｅ・その他

Q5／男女がともに、イキイキするために必要なことは？

(例：小さいときから、男の子にも家の手伝いをさ

せる．自治会長にも女性を抜擢する｡） 毅

琵琶湖

饗f9警櫛‘Wi二１

即
武
夫
西

淡海ネットワークセンター
(財)淡海文化振興財団

■〒Ｓ２０－ＤＢＯ１大津市におの浜1唇１－２０

回ＴＥＬＯ７７－５２４－Ｂ４４０回ＦＡＸＯ７７－５２４ｅ４４２

回http://www・biwaneojp/~ohmi-net

■E-maii:ohmi雲net＠mxobiwa･ne･ｊｐ

ご利用日時③月曜日と祝日の翌日を除く毎日（１２/29～1/3を除く）

火～金曜日／g:ＯＯ～１９:ＯＯ土・日曜日､祝日／g:ＯＯ～１７:ＯＯ

⑥淡海ﾈｯﾄﾜー ｸセンターの柵報交流誌｢おうみﾈｯﾄ｣は次のところに配布しています。
,各地域振興局､県民情報室､県内図書館､琵琶湖博物館､男女共同参画センター-文化産業交流会館､陶芸の森､草

津まちづくりセンター､県社福協ボランティアセンター､大瀧市生涯学習･センター､さきらホール､滋賀銀行､郵便局(ボラ
ンティア貯金窓口)､公民館など

白ノワソJﾘｪJ財匡r

Ii海ネットワーク(Z旨
1ｵ》播燕古化垢腫財符琵琶湖

l:戦9鴬わ，‘Wi二１

１月号のアンケート


